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平
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年
第
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回
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例
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予
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戦
か
ら
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平
成
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年
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1
回
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会（
予
算
市
会
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論
戦
か
ら

 
い
じ
め
根
絶
に
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

災
害
時
の
応
急
医
療
体
制
に
つ
い
て

　
我
が
団
は
昨
年
７
月
23
日
に
教
育
長
宛
て
に
、
い
じ
め

防
止
対
策
の
強
化
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
す
る
な
ど
対

策
強
化
に
つ
い
て
求
め
て
き
ま
し
た
。要
望
書
で
は
、
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ

れ
な
い
と
い
う
毅
然
た
る
姿
勢
を
、
学
校
や
教
育
委
員
会
の
み
な
ら
ず
、
社
会

全
体
が
認
識
し
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
、
い
じ
め
の
根
絶
に
向
け

た
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
育
長
に
質
問
し
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、
保
護
者
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
と
教
職
員
向
け
の
い
じ

め
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、市
立
学
校
全
校
に
配
布
し
て
い
く
と
答
弁
。

　
さ
ら
に
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
や
横
浜
の
子
供
た
ち

自
ら
が
、
い
じ
め
根
絶
に
向
け
て
取
り
組
む
「
横
浜
子
ど
も
会
議
」
の
開
催
な

ど
も
実
施
し
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

   

横
浜
市
で
は
、
震
災
時
の
応
急
医
療
を
地
域
医
療
救
護
拠

点
で
提
供
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
病
院
な
ど
を
中
心
と
し
た
医
療
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
震

災
時
に
応
急
医
療
を
提
供
す
る
病
院
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
、
運
用
す
る
予
定

な
の
か
質
問
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
災
害
拠
点
病
院
以
外
の
負
傷
者
受
け
入
れ
体
制
確
保
の
た
め
、
昨
年

11
月
に
本
市
と
市
病
院
協
会
の
間
で
覚
書
を
締
結
。

　
市
民
に
は
、
負
傷
者
受
け
入
れ
予
定
の
近
隣
医
療
機
関
を
周
知
す
る
ほ
か
、
震

災
時
に
被
災
を
免
れ
診
療
で
き
る
医
療
機
関
に
目
印
と
な
る
旗
を
掲
げ
る
な

ど
、一
目
で
わ
か
る
方
法
で
地
域
に
伝
え
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

仁
田 

昌
寿（
南
区
選
出
）

（
瀬
谷
区
選
出
）

●時間／8：00～21：00（土・日・祝日を含む毎日）  ●Eメール／callcenter@city.yokohama.jp

Tel.045-664-2525 Fax.045-664-2828

議
案
関
連
質
疑

予
算
代
表
質
問

保
育
所
に
お
け
る
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

　
調
布
市
の
小
学
校
で
乳
製
品
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児

童
が
、
給
食
後
に
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
発

生
。こ
れ
を
踏
ま
え
エ
ピ
ペ
ン
の
取
扱
い
を
含
む
「
保
育
所
に
お
け
る
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
新
た
に
策
定
し
、
全
て
の
保
育
所
で
共
有
を
図
る

こ
と
や
、
幅
広
く
職
員
を
対
象
に
し
た
エ
ピ
ペ
ン
の
実
技
研
修
を
行
う
な
ど
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
の
強
化
を
図
る
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
エ
ピ
ペ
ン
の
保
管
者
や
使
用
者
等
に
関
す
る
具
体
的
な
事
項
を

盛
り
込
ん
だ
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
新
た
に
進
め
、
全
て
の
保
育
所
を
対
象

に
説
明
会
を
実
施
し
周
知
・
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
研

修
会
」や
、医
師
・
看
護
師
に
よ
る
エ
ピ
ペ
ン
の
実
技
を
中
心
と
し
た
研
修
を
、

参
加
者
数
・
回
数
を
増
や
し
実
施
す
る
旨
答
弁
し
ま
し
た
。

斉
藤 

伸
一（
保
土
ケ
谷
区
選
出
）

予
算
関
連
質
疑

斉
藤 

真
二

中
小
製
造
業
へ
の
支
援
を

　
国
内
の
市
場
は
今
後
も
縮
小
が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
ア

ジ
ア
諸
国
等
の
市
場
は
拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
。ま
た
大
手

企
業
等
は
海
外
進
出
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
で
の
中
小
製
造
業
と
の
系

列
関
係
が
薄
ま
る
な
ど
、経
営
環
境
は
著
し
い
変
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
基
盤
技
術
を
持
つ
市
内
中
小
製
造
業
が
存
続
・

発
展
す
る
た
め
の
、
新
た
な
事
業
展
開
や
、
成
長
分
野
に
お
け
る
連
携
等
へ
の
支

援
の
進
め
方
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
各
企
業
の
要
望
に
寄
り
添
い
、
技
術
力
や

意
欲
の
あ
る
企
業
に
対
し
て
、
成
長
分
野
に
進
出
で
き

る
よ
う
取
り
組
む
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
ま
た
経
済
局
長
は
、
企
業
の
持
つ
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
す
た
め
、
大
手
企
業
と
中
小
企
業
の
連
携
を
図

れ
る
よ
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
役
目
を
果
た
し
、
産
学

連
携
の
取
組
み
も
進
め
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

（
都
筑
区
選
出
）

総
合
審
査

❸電話でのお問い合わせ
▶環境創造局環境管理課監視センター：　
　　8時45 分～17 時15 分（平日） Tel. 045-671-3507
▶横浜市コールセンター：
　　8時～21時（土・日・祝日含む毎日）　Tel. 045-664-2525

　公明党の提案で『ＰＭ2.5 微小粒子状物質や放射線モニタリングポスト、その他の大気

汚染物質の測定値などの測定結果を、モバイル版、ＱＲコード、電話での問い合わせ』でもお
知らせすることになりました。

PM2.5の情報提供

■
情
報
提
供
の
対
象
者
、提
供
方
法
等
は
今
後
議
論

　
災
害
時
要
援
護
者
の
情
報
提
供
の
方
法
に
つ
い
て

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
に
つ
い
て
は
、
市

民
意
見
の
公
募
を
経
て
、別
途「
震
災
対
策
条
例
施
行

規
則
」改
正
の
議
論
を
経
て
規
定
し
ま
す
。

■
よ
こ
は
ま
地
震
防
災
市
民
憲
章
の
制
定
も

　
横
浜
市
会
は
、
３
・
⑪
の
体
験
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
市
民
一
人
ひ
と
り
が
日
々
災
害
に
備
え
る
た
め

「
よ
こ
は
ま
地
震
防
災
市
民
憲
章
」
を
制
定
し
ま
し

た
。ま
た
同
市
民
憲
章
を
積
極
的
に
推
進
す
る
決
議

を
行
い
、

憲
章
の
普

及
啓
発
と

そ
の
推
進

を
支
援
す

る
こ
と
と

し

ま

し

た
。　
　

■
公
明
党
は
要
援
護
者
対
策
を
一
貫
し
て
推
進
　

　
特
に
、
災
害
発
生
時
に
自
力
避
難
が
困
難
な
高
齢

者
や
障
が
い
者
等
の
安
否
確
認
や
避
難
支
援
の
重
要

性
に
つ
い
て
は
、
平
成
⑯
年
第
３
回
定
例
会
で
災
害

弱
者
救
済
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
の
必
要
性
を
提
案
。以

来
、
一
貫
し
て
対
策
強
化
を
推
進
す
る
と
共
に
「
個

人
情
報
保
護
」
の
考
え
方
の
整
理
の
必
要
性
を
訴
え

て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
横
浜

市
は
、
町
内
会

連
合
会
等
、
関

係
団
体
と
の
意

見
交
換
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
経
て
、
情

報
提
供
の
根
拠

と
な
る
規
定
を

改
正
条
例
に
設

け
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
や
課
題
を
踏
ま
え
、
横
浜
市
会
は
「
横
浜
市
震
災
対
策
条
例
」
の
全
部
改
正

を
議
決
し
4
月
1
日
か
ら
施
行
し
ま
し
た
。改
正
し
た
条
例
で
は
、津
波
避
難
対
策
や
帰
宅
困
難
者
対

策
、
災
害
復
興
に
活
用
す
る
た
め
の
空
地
の
事
前
把
握
及
び
提
供
の
協
力
や
、
液
状
化
対
策
、
崖
防
災

対
策
、地
震
に
よ
る
火
災
へ
の
対
策
等
こ
れ
ま
で
規
定
の
無
か
っ
た
項
目
を
明
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
災
害
時
要
援
護
者
対
策
と
災
害
時
の
応
急
的
な
医
療
の
提
供
体
制
に
つ
い
て
も
見
直
し
、
対

応
を
強
化
し
ま
し
た
。

❷ＱＲコード
❶モバイル版ＵＲＬ

http: //m.city.yokohama.lg.jp/
　　　　 ks/saigai/pm25.html

横
浜
市
震
災
対
策
条
例
全
部
改
正
で「
災
害
時
要
援
護
者
対
策
」す
す
む！
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よこはま地震防災市民憲章
～私たちの命は私たちで守る～

ここ横浜は、かつて関東大震災に見舞われ、多くの方が犠牲になりました。

大地震は必ずやってきます。その時、行政からの支援はすぐには届きません。

私たち横浜市民はそれぞれが持つ市民力を発揮し、一人ひとりの備えと地域

の絆で大地震を乗り越えるため、ここに憲章を定めます。

穏やかな日常。それを一瞬にして破壊する大地震。大地震はいつも突然やって

来る。今日かもしれないし、明日かもしれない。

だから、私は自分に問いかける。地震への備えは十分だろうかと。

大地震で生死を分けるのは、運・不運だけではない。また、自分で自分を守れ

ない人がいることも忘れてはならない。私は、私自身と周りの大切な人たちの命

を守りたい。

だから、私は考える。今、地震が起きたら、どう行動しようかと。

不安の中の避難生活。けれどみんなが少しずつ我慢し、みんなが力を合わせれ

ば必ず乗り越えられる。

だから、私は自分に言い聞かせる。周りのためにできることが私にも必ずあると。

東日本大震災から、私たちは多くのことを学んだ。頼みの行政も被災する。大地

震から命を守り、困難を乗り越えるのは私たち自身。多くの犠牲者のためにも、こ

のことを風化させてはならない。

だから、私は次世代に伝える。自助・共助の大切さを。

平成 25 年 3月11日制定
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政務調査活動から政務調査活動から政務調査活動から
■動物愛護センター
　横浜市動物愛護センターは、「人と動物が共に快適に暮らせる環境
づくり」を推進する拠点として、平成 24年度に移転新装されました。
動物関係団体や市民ボランティア等と
の協働により運営を推進。収容動物が可
能な限り譲渡されることを目指すとと
もに、犬や猫とのふれあいを通した市民
の自主的活動を支援する交流の場とし
て運営されています。

■横浜市水道局による障害者支援
　鶴門会横浜技術センター（西区平沼町）で、横浜市水道局から受託し
ている水道メーターの分解作業を視察しました。
　水道メーターは 8年に 1度交換する必要があり、年間 6万個を売
却処分してきました。これを分解・分別
すると売却価格が高くなることから、横
浜市水道局はこの作業を市内 3カ所の
障害者授産施設に委託。
授産施設の新たな仕事を創出する取り
組みが、さらに拡大することが期待され
ます。

■多角的な青少年の自立支援
　不登校や引きこもり状態など困難を抱える青少年の自立を支援す
るため、鶴見・神奈川・西・中・南区を対象とした、「よこはま東部ユ
ースプラザ」が、鶴見区鶴見中央に開所されました。
　横浜市で 4番目となる同施設では、
本人や家族からの相談、安心して過ご
せる居場所の提供、就労体験等を通し
て、「地域若者サポートステーション」
ならびに「横浜市青少年相談センタ
ー」とともに、一人一人に寄り添った
多角的な支援を行います。

■女性起業家のためのシェアオフィス：エフサスよこはま
　女性がビジネスの場でいきいきと活躍する社会の実現に向け、横浜
市は女性起業家を様々な角度から支援しています。
　中区太田町のメディア・ビジネスセンターでは、会員制の共同利用
オフィスを提供するとともに、中小企
業診断士など「女性起業家支援チーム」
の専門的な助言をしています。
「女性が社会のあらゆる分野で活躍で
きるまち横浜」を提言してきた公明党
は、同オフィスを訪問し、女性起業家へ
の一層の支援強化を要望しました。

予算特別委員会　局別審査から予算特別委員会　局別審査から予算特別委員会　局別審査から

■
高
齢
者
向
け
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
高
齢
者
へ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

に
つ
い
て
、
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
と
主
張

し
ま
し
た
。

　
局
長
は
、
今
後
、
国
の
定
期
予
防
接
種
化
に

向
け
た
動
向
を
注
視
し
、
予
防
接
種
事
業
に

つ
い
て
は
「
ワ
ク
チ
ン
で

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
病
気

は
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
す

る
」
と
い
う
考
え
の
も
と

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

と
答
弁
し
ま
し
た
。

■
帰
宅
困
難
者
の
た
め
の
飲
料
水
の
確
保

　
多
数
の
帰
宅
困
難
者
の
立
ち
寄
り
が
予
想

さ
れ
る
地
域
防
災
拠
点
で
は
、
既
存
の
受
水

槽
を
活
用
し
、
飲
料
水
を
確
保
す
べ
き
と
主

張
し
ま
し
た
。

　
局
長
は
、
消
防
局
・

教
育
委
員
会
と
協
力

し
、飲
料
水
と
し
て
の

安
全
確
保
や
平
常
時

の
維
持
管
理
体
制
、災

害
時
の
運
用
体
制
等

を
検
討
し
て
い
く
と

答
弁
し
ま
し
た
。

■
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
更
な
る
充
実
を

　
公
明
党
が
推
進
し
て
き
た
保
育
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
を
更
に
充
実
さ
せ
る
べ
き
と
主
張
し

ま
し
た
。

　
局
長
は
、
最
新
情
報
の
収
集
と
発
信
に
努

め
る
と
と
も
に「
乳
幼
児

一
時
預
か
り
」
や
「
親
と

子
の
つ
ど
い
の
広
場
」な

ど
、在
宅
子
育
て
家
庭
へ

の
支
援
策
に
つ
い
て
も

積
極
的
な
情
報
提
供
を

行
う
と
答
弁
し
ま
し
た
。

■
密
集
市
街
地
の
防
災
対
策

　
木
造
住
宅
密
集
市
街
地
に
お
い
て
、地
域
防

災
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
路
の
確
保
を
検
討
す

べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
局
長
は
、緊
急
車
両
や

歩
行
者
の
安
全
確
保
の

た
め
に
は
、ア
ク
セ
ス
路

沿
い
の
建
物
や
ブ
ロ
ッ

ク
塀
へ
の
対
応
な
ど
、地

域
の
状
況
に
あ
わ
せ
た
、き
め
細
か
な
対
策
が

必
要
で
あ
り
、
地
域
住
民
と
相
談
し
な
が
ら
、

検
討
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

■
外
国
に
つ
な
が
る
児
童
・
生
徒
へ
の
教
育

　
支
援
を
強
化

　
外
国
籍
や
、
両
親
の
い
ず
れ
か
が
外
国
人

で
あ
る
児
童
・
生
徒
は
、
市
立
小
中
学
校
に

約
6
0
0
0
人
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　
な
か
に
は
学
習
に
必
要
な
日
本
語
が
十
分

理
解
で
き
な
い
子
ど
も
が
お
り
、
本
人
は
も

と
よ
り
授
業
を
進
め
る
教
師
に
と
っ
て
も
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
公
明
党
は
、

横
浜
市
と
し
て
学
習
支
援
の
体
制
を
強
化
す

べ
き
と
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、
新
年
度
、
非
常
勤
講
師
13 
人

と
、
外
国
語
が
で
き
る
補
助
指
導
員
4
人
を

配
置
す
る
予
算
を
計
上
し
、
学
校
の
状
況
に

応
じ
て
配

備
す
る
と

答
弁
し
ま

し
た
。

■
中
小
企
業
の
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進

　
横
浜
市
内
で
災
害
時
な
ど
に
事
業
活
動
を

再
開
・
継
続
す
る
た
め
の
「
事
業
継
続
計
画
」

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
策
定
済
み
の
中
小
企
業
は
未
だ

13 
・
7
％
。ま
ず
は
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
な

ど
、
企
業
の
状
況
に
応
じ

た
支
援
が
必
要
で
は
な
い

か
」と
主
張
し
ま
し
た
。

　
局
長
は
、「
セ
ミ
ナ
ー
開

催
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
な
ど
、
き
め
細
か

な
支
援
を
行
い
、
セ
ミ
ナ
ー
動
画
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
す
る
な
ど
、
新
た
な
取

り
組
み
も
検
討
し
た
い
」と
答
え
ま
し
た
。

■
緊
急
輸
送
路
以
外
の
路
面
下
空
洞
調
査

　
緊
急
輸
送
路
の
路
面
下
空
洞
調
査
に
併
せ

て
、
災
害
時
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
道
路
に

つ
い
て
も
空
洞
調
査
を
行
う
べ
き
と
主
張
し
ま

し
た
。

　
局
長
は
、警
察
・
消

防
署
な
ど
の
重
要
施

設
の
周
辺
道
路
を
調

査
す
る
と
と
も
に
、幹

線
道
路
約
5
2
0
ｋ

ｍ
に
つ
い
て
も
空
洞

調
査
を
実
施
す
る
と

答
弁
し
ま
し
た
。

■
い
の
ち
を
守
る
防
災
戦
略
を
推
進

　
横
浜
市
地
震
防
災
戦
略
の
中
で
も
、
死
者

を
出
さ
な
い
た
め
の
対
策
が
最
も
重
要
で
あ

る
と
訴
え
ま
し
た
。

　
局
長
は
、
被
害
想
定
に
も
と
づ
き
死
者
の

発
生
原
因
の
大
半
を
占
め
る
建
物
倒
壊
と
火

災
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
、
ミ
ニ
消
防
車
の

増
強
、消
防
水
利
等

を
拡
充
す
る
と
答

弁
し
ま
し
た
。

　
ま
た
公
明
党
が

推
進
を
し
て
き
た
、

災
害
時
の
迅
速
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
威
力
を
発

揮
す
る「
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
」も
構

築
さ
れ
ま
す
。

平成25年度


